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第３９８回 バズセッション「出席率を向上させるには」  

 
 

   サラさん日本にようこそ 楽しんで下さい。 
Ａ，Ｂ，Ｄの3テーブルに分かれ、バズセッション      
活発な意見を交え討論しました。 
 
 

 Ａテーブル 

・ 今日バズセッションしている人は割合出席している人達。出て来てる人達だけで出席率を上げる話をするの

は意味がない。いつも休んでいる人達に理由をアンケートを取るなど意見を聞いたほうが良い。 
・ 出席はロータリーでは義務なのだから、毎回は無理でもやはり６０％、少なくても半分は出なくてはいけな 

いと思う。病気など正当な理由がなくて月に1回も出席しない人にはやめてもらうことも考えなくては。 
・ 熊谷南ＲＣの特長は、毎週が夕刻例会であること。最初は夕方の方が時間が作りやすいと思ったが、若い人 

が多い当クラブでは逆に、お昼に昼食を食べに来るつもりの方が時間が作りやすいのでは？何度か試験的に 
昼間の例会をやってみるのも良いと思う。 

                                   

Ｎｏ．２６ 

 

本日のプログラム  ２月１日（水） 
  親 睦 例  会 

Ａ テーブル B テーブル 

D テーブル 



・ 夕方でも昼間でも出る人は出るし、出ない人は出ない。逆に夕方は出られるが昼間は無理な人もいる。 
時間帯を変えるだけで全体の出席率が上がるか疑問だが、試してみる価値はあると思う。 

・ これは半分冗談だが、出席する人、しない人を分けて、割り切って運営するという手もある。出席してくれ 
る人だけでなんとかガンバッて運営していく(実際は今も同じことだが)。そのかわり出ない人には何の活動

も手伝いもしないのだから、会費に差をつける。年会費を上げるか特別徴収してお金で奉仕してもらう。 
・ 今までの通りでなく、例会の時間帯の変更とか、考えられる手段をとって、変化を付けてみることもよいの 

では？ 

Ｂテーブル 

・ 他のクラブは例会を1時間みっちりやっている。 昼の例会が多いから食事をしてくればいいやと言う気軽

な気持ちで参加できる。 
  夕刻例会のマイナス面、一時間の例会中に食事をすると正味15分位しかなく中味のあるものが何もできな

い。 よって作る楽しみがない。 
・ 出席が３大義務のひとつであるというが義務ではなく出席できる権利である。 出た人が得をするのであっ

てロータリーを積極的に楽しむのだというように意識・質の変革をする。 
  会長がラフでいいよというとゆるんでしまう。  

7時点鐘でも早めに6時頃からきているほうがよい。 例会だけでなく例会前や後に会員と自由におしゃべ

りしたりロビー活動をうまく使う。 
・ 他のクラブと違う点は何なのか？ 夜でも昼でもくる人は同じでは？ 
・ 開始時間を早めにやる→昼でも、たまにはやってみたら。 
・ おもしろい卓話を企画する(金をかけない)。 
総括   昼の例会をするクラブは食事が１２時からと決まっているが、うちは夜の例会中なので時間が定まら

ない→点鐘する7時前に食事をしたら良いのでは（6：30頃から）？ 
     使いようでロビーもそう、夜の例会もそう、委員会をロビーを使って終わってからやっても良いので 

は→せっかく水曜日に一同集まるのだからその機会をうまく使う。 
     意識レベルを上げて出席する事から始めよう。 
     せっかくの夜の例会なので、夜の例会を楽しみましょう。 

Ｄテーブル 

・ 会費を納入しているにもかかわらず、出席しない方の理由は何なのか。 
・ スポンサーによる欠席会員への促しをしっかりやる。 
・ ダメな人をきる。 
・ 質のいい会員を残し、少数精鋭でいく。 
・ 会員増強に関してはホンネとタテマエがある。ただ増やすことは問題がある。 
・ 出席している人は例会に出てきて楽しい。 では楽しさとは？ 
・ どこのクラブもできたての時は問題が出る。 
・ 会長幹事のやり手がいないというのでは、もう少し積極性がほしい。 
・ ロータリーの本質 入りて学び出でて実行せよ！ 多くの人と出会い、人生哲学を学ぶ場なり。 

 
 
 

会長  飯塚 幸一 
 
ミス・サラ熊谷南ロータリークラブヘようこそ、

歓迎いたします。残り少ない日本を思いきり楽しん

で良い思い出としてください。 
１月２４日(火)行田さくらロータリークラブにメ

ーキャップに行ってまいりました。島崎幹事・澤田

パスト会長の三名と古屋ガバナー補佐と伺い、昨年

井上会長・種幹事の来訪の御礼を申し上げて参りま

した。 

 
 
 
又当日の例会では、我々三名のスピーチと成り急

な指名でしたので、取り留めの無いスピーチと成り、

汗をかいてまいりました。 澤田パスト会長と島崎

幹事は素晴らしいスピーチをしていましたので御報

告申し上げ会長報告を終わります。 
 
 
                               

会 長 挨 拶 



 
 

幹事 島崎 次弘 

 
１． 地区事務所より 

＊ 「友」インターネット速報№２１８ 

＊ 2月のロータリーレートのお知らせ 
＊ 2006－07年度「ロータリーの友」表紙の写

真募集 
＊ 国際ロータリー第2570地区第40回インタ

ーアクトクラブ次期指導者講習会につい

て 
＊ 2007年規定審議会立法案提出について（お

願い） 
＊ （財）ロータリー米山記念奨学会資料一式 

２． 第2570地区第5グループガバナー補佐より 
＊ Ｉｎｔｅｒｃｉｔｙ Ｍｅｅｔｉｎｇの

ご案内 
＊ 公開講座のご案内 

            以上が届いております。 
 
 
 
国際奉仕委員会・加藤公一委員長の発表 
 
「上半期を顧みて、そして下半期の活動について」 
 
 ロータリーは100年の時を刻んだが 100年まえ

の日本は ちょうど 満州建国の時である 熊谷 

ＲＣが昨年 中国旅行から帰った日に 抗日 デモ

があった様に当時の日本は 侵略のスタートの年で

もあったようである 
今 靖国 含めて国際関係は考え様によっては難し

い時でもある 
ＮＰＯ等 国際ボランティアもいろんな形が出てき

ている 
ＲＣ自体の合併問題も含めて一考のときかもしれな

い 
 
 
 
 
 

 出 席 報 告 
例会日 １月２５日 
 
会員数 出席 欠席 MU 出席率 
４０ １６ ２４ ０ ４０％ 

お客様：日豪青年相互訪問 訪日豪州チーム団員 
サラ・ロールズさん 
棚澤会員令夫人（ホストファミリー） 

 
 

 ニ コ ニ コ BOX 

 

飯塚幸一会長 
 ミス・サラようこそ熊谷南ロータリークラブへ。

歓迎いたします。今日は日本語で挨拶をしてくれ

るとの事楽しみにしています。あと数日しか有り

ませんが、日本を楽しんでください。又本日の例

会渡邊委員長よろしくお願いいたします。 
島﨑次弘幹事 
 サラさんグッドイーブニング。ウェルカム、よう

こそ熊谷サウスロータリークラブへ。ジャパニー

ズは慣れましたか？今日のスピーチ楽しみにして

ます。よろしくね♡ 
山口茂会員 
 飯塚会長、島﨑幹事、先日はありがとうございま

した。又、次年度の渡邊幹事、お店では少し食べ

るものもあれば、私のようにアルコールだめな人

間は助かるのですが。よろしくね♡ 
岡部俊之会員 
 サラさん、先日は私共の特養いずみ見学に来てく

れてありがとう。お国に帰っても、お年寄りは大

切にして下さいね。来年の今頃は３０床増床して

１００床になっていることでしょう。 
吉田博三会員 
 サラさんの当クラブ訪問歓迎申しあげます。又棚

澤さんにはホストをお願い本当に助かっておりま

す。ありがとうございます。 
馬場孝会員 
 サラさん、ようこそ熊谷南ロータリークラブへ。

歓迎申し上げます。 
斉藤考慶会員 
 御世話になります斉藤です!!今日も例会に来れて

大変ハッピーです。今後とも宜しくお願いします。 
棚澤正行会員 
 岡部会員、先日はサラさんに特養老人ホームいず

みを見学させて頂きありがとうございました。山

口さん、サラさんを動物園に誘って頂きありがと

うございます。やっぱ頼りになるのは山口さんだ

けだ～「ロータリーの友情に感謝！」 
 

幹 事 報 告 

委 員 会 報 告 

熊谷南ロータリークラブ 

クラブ会報委員会 佐川順一・大野英夫・馬場孝 
TEL  048-522-6143 FAX  048-522-6153 
E-mail: ksr@ps.ksky.ne.jp 

http://www.ksky.ne.jp/~ksr/ 

クラブ協議会(1月15日) 


